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本誌第 54巻第 2号に掲載された「脳梁離断症候群を示した

インフルエンザワクチン接種後急性散在性脳脊髄炎の 1例」
（臨床神経 2014;54:135-139）1）についてご意見をいただきあり
がとうございました．私の論文は急性散在性脳脊髄炎（acute 

disseminated encephalomyelitis; ADEM）ではまれな脳梁の単
一病変による左手一側性の観念性失行と，漢字よりも仮名の
障害が高度な一側性失書についての報告なので，ADEMに関
する情報は一部割愛しました．使用されたワクチンの製造株は
A/California/7/2009 (H1N1) pdm09，A/Victoria/210/2009 (H3N2)，
B/Brisbane/60/2008です．
インフルエンザワクチン接種後ADEMの発生頻度は，私が

引用したNakayamaらの論文 2）に記載された 1994年から 2004

年の間と比較して「A/H1N1がワクチンに加えられてから
ADEM出現頻度はいちじるしく増加している可能性が考慮
されます」というご指摘です．私が確認できた範囲では 1991

年度から 2009年度まで日本で製造されたワクチンはすべて
A (H1N1)，A (H3N2)と B型をふくむ 3価ワクチンなので，
2010年度以降に製造された A (H1N1) pdm09をふくむワクチ
ンによって ADEMの発生頻度がいちじるしく増加している可
能性がある，というご指摘であると理解して回答いたします．
第 1に，論文発表された症例数からADEMの発生頻度を推

測することは困難と思われます．A (H1N1) pdm09パンデミッ
クという未経験の事象に関連した神経系合併症に対する高い
関心のため，より多くの論文が採用された可能性が否定でき
ません．引用された第 1回新型インフルエンザ予防接種後副
反応検討会の資料 3）は全国調査による多数例の集計結果で

す．資料 1-13）の脚注には「製造販売業者からの報告には，医
療機関から報告された症例と重複している症例がふくまれて
いる可能性がある」と書かれています．重篤な副反応である
ADEMではその可能性が高く，資料 1-5 3）に記載された患者
数を数えてもそれが正確な症例数であるという保証はありま
せん．
第 2に，予防接種を受けた人数を考慮しないと発生頻度を
議論できません．資料 1-53）によると A (H1N1) pdm09をふく
まない 2009年度のワクチンの推定接種可能人数（回分）は
20,754,363ですが，A (H1N1) pdm09をふくむ 2010年度のワ
クチンの推定接種可能人数（回分）は 49,460,846と前年度の
約 2.4倍となり，少なくともこれを上回る ADEM症例数の増
加がないと発生頻度が増えたとはいえません．ワクチン接種
後 ADEM症例の報告は 2009年度に医療機関から 7例，そし
て 2010年度には医療機関から 7例，製造販売業者から 8例で
した．この医療機関からの 7例すべてが製造販売業者からの
報告例にふくまれているばあいとまったく重複がないばあい
を想定して計算しても，二つの年度の ADEM発生頻度に有意
差はみとめられませんでした（Fisherの正確検定，P = 1.0000）．
以上の観点から，A (H1N1) pdm09をふくむワクチンを使用
するようになって ADEMの発生頻度が「いちじるしく増加し
た」との結論を導きだすことはできないと判断しました．今
後，ADEMの発生頻度に変化がみられるかどうか検討を要す
るものと思われます．

敬具
※本論文に関連し，開示すべき COI状態にある企業，組織，団体
はいずれも有りません．
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